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（論 文 内 容 の 要 旨 ）

ソフ トウェア開発 にお け る保 守重要性 は年 々増 大 してお り、保 守性 の向上 は喫緊

の課題 となってい る。オ ンライ ンツール を最 大限 に活用 した先進 的 コー ドレビュ

ープ ロセ ス （ModernCodeReview） プ ロセス は，分 散 した多人数 のエ ンジニ アが

ソフ トウェア保 守 に効率 よく取 り組 む こ とので きる仕組み と して、オ ープ ン ソー

ス分 野 を中心 に普及が進 んでお り、近年 特 に注 目され る手法で ある。

本 論文 では，先進 的 コー ドレビュー プ ロセ スの品質 が ソフ トウェア品質 に与 え

る影響 を調査す るた めの分析 手法やそれ に基 づ く保 守支援技術 の提案 よびプ ロセ

ス を改善す るた めの提言 が行 った。 これ らの内容 は公 開 され たオー プ ンソー ス リ

ポ ジ トリに対す るエ ン ピリカル な分析 手法 に基づいてい る。

まず、 レビューア の適切 な選 択方 法 に関す る実証 的調査 を行 い、1） あ るモ ジ

ュール に精通 してい ない レビューア をそ のモ ジュール を対象 とす るパ ッチの レビ

ュー に割 り当て る と将来 の障害発 生可能性 が上昇す る傾 向に あるこ と、2） 適 当

な レビュー ア割 り当てを行 うこ とは しば しば困難 で あるに もかか わ らず 、それ に

失敗 す る とMCRプ ロセスの遅延 を招 く傾 向が あるこ との2点 について確認 した。

また。これ らの問題 への取 り組 み として、Revfinderと い うファイル の格納位 置情

報 をも とに した レビュー ア推薦機構 が提案 し、その推薦 内容 が高い精度 を持っ こ

とを実際の事例 を元 に検証 した。さ らに、MCRプ ロセ ス にお ける レビュー アの関与

度合 い を調査す るこ とで、 レビューア の関与 が少 ないモ ジュール ほ どその後 の故

障発 生率が 高い こ とや過去 の レビュー アの関与が低 い と今後 の レビューア関与度

合 い にも大 き く影響 す る といった傾 向が ある こ とを実証的 に確認 した。最 後 に、

これ らの観察 に基 づ き、 ソフ トウェア製 品の欠 陥 リス ク緩 和のた めにMCRプ ロセ

スで採用す るべ き方針 を示 した。



氏 名 PatanamonThongtanunam

（論文審査結果の要旨）

ソフ トウェア開発 にお ける保守重要性 は年 々増大 してお り、保守 性 の向上は

喫緊 の課題 となってい る。オ ンライ ンツール を最大 限 に活用 した先 進的 コー ド

レビュープ ロセ ス （ModernCodeReview） プ ロセス は，分散 した多人数 のエ ン

ジニ アが ソフ トウェア保 守 に効率 よく取 り組 む こ とので きる仕組 み として、オ

ープ ン ソース分野 を中心 に普及 が進 んでお り、近年特 に注 目され る手法 であ る。

審査対象論 文で は，先進 的 コー ドレビュープ ロセ スの品質が ソフ トウェア品

質 に与 え る影 響 を調査す るた めの分析 手法やそれ に基づ く保 守支援 技術 の提案

よび プ ロセ ス を改善す るた めの提言 が行 われてい る。 これ らの内容 は公 開 され

たオー プ ンソー ス リポジ トリに対す るエ ンピ リカル な分析 手法 に基づ いてお り、

説得力 の高い ものである。

論文 中では、まず、レビュー アの適切 な選択方法 に関す る実証的調査 を行 い、

1） あ るモ ジュール に精通 してい ない レ ビュー アをそのモ ジュール を対象 とす

るパ ッチの レビュー に割 り当て る と将来 の障害発生可能性 が上昇す る傾 向にあ

るこ と、2） 適 当な レビューア割 り当て を行 うこ とは しば しば困難 で あるに も

かかわ らず、それ に失敗 す る とMCRプ ロセ スの遅延 を招 く傾 向が ある ことの2

点について確認 してい る。また。 これ らの問題へ の取 り組み として、Revfinder

とい うフ ァイル の格納位置情 報 を もとに した レビュー ア推薦機 構 が提案 され て

お り、その推薦 内容 の妥 当性 が実際の事例 を元 に検証 され てい る。 さ らに、MCR

プ ロセス にお ける レビューアの 関与度合 い を調査す る こ とで、 レビューア の関

与が少 ない モジ ュール ほ どその後 の故障発 生率が高い こ とや過 去 の レビュー ア

の関与が低 い と今 後 の レビューア関与度合 いに大 き く影響す る といった傾 向が

あ るこ とを実証 的 に確認 した。最 後 に、 これ らの観 察 に基 づ き、 ソフ トウェア

製 品の欠 陥 リスク緩和 のためにMCRプ ロセ スで採用す るべ き方針 を示 した。

以上 よ り、本論文 は、 ソフ トウェアの保守 プ ロセス にお ける先進 的 コー ドレ

ビュー プ ロセ スにお ける改善点 と具体的 な提案 を与 える もので有 り、有 用性 に

つ いて も具体 的な検 証がお こなわれ てい る。す なわ ち、本論 文 は実社会 にお け

る工学 的な問題 の定式化 とそれ に対す る一定 の解決策 を実用 的 レベル において

提示 してお り、博士号 を授与す るに値す る と判 断でき る。


